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初
谷　
地
域
参
加
型
の
例
会
に
、
よ
り
強
く
コ

ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
し
市
民
の
皆
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
連
携
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
と
の
懇
談
例
会

で
は
、
教
育
長
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
今
ま
で

と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
教
育
の
こ
と
だ
け
で
な

く
S
D
G
s
の
視
点
か
ら
男
性
女
性
に
つ
い

て
も
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
連

携
の
仕
方
が
あ
り
、
そ
し
て
結
果
的
に
は
『
前

橋
は
お
も
し
ろ
い
』
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
け
れ
ば
良
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

元
田　

地
域
貢
献
活
動
と
一
概
に
言
い
ま
す

が
、
色
々
な
形
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
の

例
会
事
業
で
あ
る
地
域
振
興
例
会
（
ゲ
ン
キ
ッ

ズ
）
や
ま
ち
の
魅
力
発
信
例
会
（
上
州
凧
揚
げ

例
会
）
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
貢
献
、

そ
し
て
前
橋
市
の
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
へ
の

協
賛
な
ど
に
よ
る
貢
献
、
ロ
ー
ズ
・
ク
ィ
ー
ン

の
活
動
も
元
を
言
え
ば
、
前
橋
市
の
市
政

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
前
橋
市
か
ら
委
託
さ

れ
て
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

我
々
に
と
っ
て
地
域
貢
献
は
会
の
活
動
の
意
義

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
行
っ
て
い
く
の
は
当
然
で

す
が
、
地
域
に
と
っ
て
な
に
が
貢
献
に
な
る
の

か
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
前
橋
市

と
も
っ
と
話
し
合
い
、
実
行
し
て
い
く
、
も
し

く
は
次
代
へ
と
残
し
て
い
け
る
連
携
を
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
へ
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
束
し
て
き
た
中

で
、
今
後
の
緑
水
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

初
谷　
コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら
経
済
状
況
も
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
、そ
し
て
収
束
し
て
い
く
中
で
、

『
い
る
も
の
、
い
ら
な
い
も
の
』
を
明
快
し
た

分
岐
点
だ
っ
た
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
家
族

と
の
過
ご
し
方
、
会
社
で
の
仕
事
の
進
め
方
、

自
分
自
身
の
生
き
方
、
な
ど
す
べ
て
の
こ
と
に

問
題
定
義
を
ぶ
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

緑
水
会
と
し
て
運
営
の
進
め
方
に
関
し
て
も
同

じ
こ
と
が
言
え
ま
す
が
、
今
後
の
あ
り
方
と
し

て
特
に
大
切
に
感
じ
た
こ
と
は
、
改
め
て
話
せ

る
仲
間
が
い
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
O
B

の
先
輩
か
ら
も
よ
く
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す

が
、
ま
さ
に
こ
れ
に
つ
き
る
と
思
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
前
も
後
も
変
わ
ら
な
い
あ
り
方
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

元
田　
コ
ロ
ナ
禍
で
我
々
は
活
動
の
制
限
、
交

流
の
制
限
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
制
限
を
課
せ
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
デ
ジ
タ
ル
を
通
じ
て

革
新
的
に
広
が
り
を
見
せ
て
、
世
の
中
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
考
え
方
が
大
き

く
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
は
我
々

の
よ
う
な
対
面
交
流
を
大
事
と
し
て
い
る
会
に

と
っ
て
は
致
命
的
で
し
た
。
勿
論
、
デ
ジ
タ
ル

を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
悪
い
と
は

言
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
メ
タ
バ
ー
ス
な
ど
の
仮

想
空
間
を
通
じ
た
交
流
の
あ
り
方
も
模
索
し
、

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
少
な
く
と
も
我
々
は
先
輩
方
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
仲
間
と
直
接
会
い
、
触
れ
合
う
交
流

の
大
事
さ
を
広
め
て
い
き
、
結
果
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
く
。
こ
れ
が
緑
水
会
の
今
後
の
あ
り

方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

元
田
代
表
幹
事
、
令
和
６
年
度
代
表
幹
事
と
し

て
の
抱
負
と
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

元
田　
代
表
幹
事
に
な
る
か
ら
と
か
あ
ま
り
気

構
え
る
事
は
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私

の
想
い
は
常
に
活
動
を
楽
し
む
。
仲
間
と
一
緒

に
楽
し
む
。
こ
れ
が
第
一
で
す
。
た
だ
、
代
表

者
と
し
て
尊
敬
で
き
る
よ
う
な
人
物
に
は
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
（
笑
）。
緑
水
会
の

メ
ン
バ
ー
は
一
人
一
人
本
当
に
優
秀
な
の
で
、

相
互
で
助
け
合
い
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
緑
水

会
、
そ
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て

一
年
、「
良
き
伝
統
の
継
承
と
革
新
」
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
、
実
行
に
移
し
、
次
代
へ
の
緑

水
会
の
為
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。
今
年
度
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
富
岡

で
行
わ
れ
ま
す
。
単
会
活
動
だ
け
を
楽
し
む
、

単
会
の
事
だ
け
を
注
視
す
る
と
い
う
こ
と
が
出

来
な
い
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
負
担

を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
同
じ

群
馬
県
の
商
工
会
議
所
青
年
部
の
仲
間
と
し
て

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
助
力
を
お
願
い
し

た
い
で
す
。
一
年
後
、
終
わ
っ
た
時
に
最
高
に

楽
し
か
っ
た
！
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
私
自

身
が
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
一
年

間
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

元
田
代
表
幹
事
、
先
輩
方
か
ら
引
き
継
い
で
い

く
上
で
、
持
続
し
て
い
き
た
い
こ
と
、
ま
た
緑
水

会
活
動
を
し
て
い
く
中
で
、急
変
し
て
い
る
昨
今
、

変
化
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

元
田　

商
工
会
議
所
青
年
部
の
指
針
の
中
に

「
豊
か
な
郷
土
を
築
く
た
め
に
創
意
と
工
夫　

勇
気
と
情
熱
を
傾
け
よ
う
」
と
い
う
文
言
が
あ

り
ま
す
。
ま
さ
に
私
が
先
輩
方
か
ら
学
び
、
今

後
へ
引
き
継
い
で
行
く
べ
き
大
事
な
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
活
動
が
少
な
く
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て

も
、
戦
争
や
災
害
な
ど
で
世
の
中
を
取
り
巻
く

経
済
の
状
況
は
危
機
的
な
物
価
高
騰
で
苦
し
い

状
況
に
あ
り
、
結
果
、
そ
う
い
っ
た
事
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域
貢
献
の
為
、
社
会
貢

献
の
為
に
行
う
事
業
に
創
意
は
あ
っ
て
も
工
夫

が
足
り
な
い
。
情
熱
は
あ
る
け
ど
勇
気
が
足
り

な
い
。
何
が
大
切
な
の
か
？
そ
れ
は
地
域
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
、
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
。

そ
し
て
そ
れ
以
上
に
緑
水
会
員
が
楽
し
い
と
思

え
る
会
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
緑
水
会
の
素
晴
ら
し
い
未
来

を
築
く
為
に
創
意
と
工
夫　
勇
気
と
情
熱
を
傾

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
二
人
へ
、
地
域
貢
献
活
動
に
伴
い
、
前
橋
市

と
の
連
携
に
つ
い
て
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

令和 6 年度直前代表幹事（33 代代表幹事）

初 谷 桂 吾
_PROFILE
株式会社初谷建設 mixwax design room
代表取締役社長

平成28年 1月入会、会員委員長を経て令和3年度
より副代表幹事に就任。本年度より代表幹事に就任。

令和６年度代表幹事（34 代代表幹事）

元 田 智 之
_PROFILE
株式会社丸栄産業
代表取締役

平成27年 2月入会、会員委員長・広報委員長を経て令和
3年度より副代表幹事に就任。次年度より代表幹事に就任。
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ス6/26 ●第 93 回定時総会　

令和４年度の決算並びに事業報告、令和５年度の更正予算を審議
する定時総会を開催しました。

10/7 〜 8 ●前橋まつり神輿例会  
本市の三大まつりの一つである第75回前橋まつりの実施委員会
として、前橋まつりの成功の中核を担いました。また緑水会神輿
を担ぎ、緑水会会員の絆を深めた例会となりました。

11/9 ●臨時総会
令和 6年度の代表幹事選任について審議する臨時総会を開催し

ました。

11/16 ～ 18 ●第41回全国会長研修会「山海の楽園こうち会議」　
地域経済を担うリーダーとしての資質向上と意識の高揚を図るとと
もに、青年部の直面する課題等について意見交換を行うために開
催されました。

3/26 ●第 94 回定時総会　
令和 6年度の予算及び事業計画を審議する定時総会を開催しま
した。

6/3 ●第 30 回ローズ・クィーンコンテスト　
群馬県庁32階のNETSUGENにて一般公開での最終審査を開催
致しました。多数の応募者の中から２名を選出し、前橋市内のイベン
ト、PR活動に出演しました。

10/7 〜 8 ●前橋まつり 
「前橋だんべえ部会」を担当致しました。本格開催が4年ぶりと
なりましたが、こどもから大人まで多くの方にご参加いただき、盛
大に開催ができました。

1/7 ●新春例会 
年が明けて初となる例会。4年ぶりに懇親会が開催でき、多くの
関係各位にご参集頂きました。またアトラクションでは例年と内容

を変更し、群馬県立勢多農林高等学校の郷土芸能部による和太
鼓の演奏を行い、新しい年を迎えるにあたり挨拶を交わす場、ま
た交流を深める場となりました。

2/21 ●経営者等交流事業　
スポーツを通じて、現役会員だけでなく、今回はともに同じ前橋で
活動している、公益社団法人前橋青年会議所と交流を図り、幅広
い繋がりと情報を得られる場となりました。
■広報誌の発行（年1回）…一年間の活動記録としてだけでなく、今後の会員増強ツール
としても活用できる内容の広報誌「水と緑」を発行しました。
■ホームページ・SNS管理（通年）…緑水会の HPやFacebook、Instagram といった
SNSを活用し、会員紹介や緑水会活動の告知や活動報告などの情報発信を行いました。

8/18 ●会員親睦例会　
緑水会OBの石橋さんが経営する「観光農園あかぎおろし」にて
BBQを開催しました。

9/25 ●新入会員研修会
三翠楼松し満にて新入会員を対象に商工会議所について基礎知
識や各会員の活動内容を学びました。

10/7 ～ 8 ●前橋まつり
今年度は「文化交流イベント広場部会」を担当させていただきま
した。和太鼓・八木節・音楽ダンスで前橋まつりを盛り上げること
ができました。

12/23 ●クリスマス例会　
会員がゼロから企画し、フォトスポットやピニャータでクリスマスの
雰囲気を存分に味わうことができました。会員の家族同士が交流
を深めることができ、参加者全員が楽しめる例会となりました。

広報委員会の一番大きな活動は、前橋市の観光特使であるローズ・
クィーンを選出し、イベントや PR 活動への出演をサポートすること
です。また、一年を通じて緑水会が実施する事業に関して、記録
撮影や HP や SNS を通じて事前告知や活動報告を行っています。
一年の最後には、緑水会の活動をまとめた広報誌「水と緑」の発
行事業も担っています。

会員委員会は緑水会に入会して最初に所属する委員会です。緑水
会の基本知識を学ぶだけでなく、同期との絆を深め、次年度の各
委員会へ繋げていきます。会員委員会の担当する例会は主に親睦
を深めるための例会です。各委員会との交流を積極的に行えるイ
ベントを企画し、会員の家族に緑水会の文化を理解していただける
イベントを企画して実施していきます。

総務委員会は、緑水会事業が円滑に行えるように、議決機関であ
る年間 2 回実施される定時総会や臨時総会、毎月行われる役員
会を主管致します。また、会全体や各委員会活動の「目的」「手段」
を見極めながら、各事業の概要を予算が適正であるかを確認し、
年間を通して会全体が円滑に活動できるように代表幹事をサポート
致します。

令和５年度の緑水会スローガンは「彩り」。経営委員会では、「目

まぐるしく変化を続ける昨今の社会情勢において、確固たる優位性

を模索し続け、独自の彩りを強みと昇華する事こそが企業の力とな

りひいては企業存続、発展に繋がる」とテーマを解釈し、年間を通

して計 4 つの事業・例会を開催しました。

7/19 ●行政との懇談例会　
吉川真由美教育長をお招きして、「可能性を広げる多様性の力～彩
り豊かな社会を目指して～」をテーマに基調講演、クロストークセッ
ションの２部構成で例会を開催しました。
10/7 〜 8 ●前橋まつり
「鼓笛吹奏楽パレード部会」を担当。主に、まちなか全体を移動する際の
警備や、観客の横断規制等の業務を遂行しました。

11/20 ●講師例会 
群馬県屈指の知名度を誇り、唯一無二の彩りを発し続ける群馬県民のソ
ウルフード「株式会社登利平」の丸山社長をお招きし、基調講演、クロ
ストークセッションの２部構成で例会を開催。本店宴会場にて登利平を食

しながら懇親を深めました。

1/26 ～ 28 ●卒業生送別記念事業　
卒業生を労い、また交流を深める事を目的として、また世界的にDX先
進国でもある「韓国」への視察旅行を開催。現地商工会ソウル事務局や
ジェトロの方を講師としてお招きし、現在の韓国経済事情などを軸に講演
会を開催しました。

3/15 ～ 16 ●経営勉強会　
石川県商工会議所青年部連合会の主管として開催される「加賀能登の
國いしかわ小松大会」に参加し、令和 7年度に群馬県連主幹で開催す
る全国大会に向けて、全国大会を肌で感じる機会を設けるとともに、分科
会への参加を促進し参加メンバーの学びとする勉強会を開催しました。
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地域委員会は、地域の一翼を担う青年経済人として、自己研鑽と
地域貢献を行う委員会です。担当例会である年度初めの観桜例会、
地域住民にむけた地域振興例会、日本 YEG 主催の全国大会の
開催、運営、企画を通じて、親しみやすい雰囲気の中でメンバー
同士が知識や経験を共有し、ビジネススキル向上やキャリア形成が
行える委員会となります。

二つの例会を担当します。先輩方との交流を目的とした「緑詩会と
の懇談例会」と前橋市の冬の風物詩「上州からっ風凧揚げ大会」。
その名の通り対外的な「事業」を通して地域貢献を行い、緑水会
内外の絆をつくります。

5/13 ●緑詩会との懇談例会　
臨江閣で開催。例会前には「上毛かるた大会」や「ゴルフコンペ」を
通して緑詩会の先輩方と交流し大変盛り上がりました。

10/7 〜 8 ●前橋まつり
前橋まつりのメイン「大人神輿部会」を担当させていただきました。

12/4 ●合同忘年会
各委員会の枠を超えた交流が出来、大変盛り上がりました。

2/10 ●まちの魅力発信例会　
第 32回上州からっ風凧揚げ大会。例年の大凧揚げの前に巨大
カイト登場。大凧揚げ後には新潟県三条市三条凧協会の協力のも
と「上州けんか凧」開催。

4/4 ●観桜例会 　
来賓に市役所・会議所・観光コンベンション協会の幹部役員、顧問
並びに参与、親会の各委員長、友好団体、特別会員（OB）の方 を々
招待し緑詩会会員の皆様と共同開催しました。令和5年度はパワー
ポイントによる初谷代表の指針発表を行いました。

9/17 ●地域振興例会第 6 回まえばしゲンキッズ大集合 
昨年に引き続き、まえばしゲンキッズ大集合を行いました。本年は
カラーマラソン、Tシャツペイント、ワークショップ、キッチンカーを
行い、地域の子供たちが持続可能な未来を実現するために、楽し

みながら学び、体験する機会を提供しました。

10/7 ～ 8 ●前橋まつり 
「祇園山車と子供みこし部会」を担当しました。

3/13 ～ 17 ●全国大会
3 月 13日～17日全国大会加賀能登の國いしかわ小松大会が
石川県商工会議所連合会主管として行われました。1月に発生し
た能登半島地震の復興大会としても開催され、15日～16日で
参加しました。

勢 22 名有志で「商工会議所青年部第 20 回全国サッカー大会静
岡ふじえだ大会」に参加しました。

　初日のグループリーグ予選は強豪チームが多くいる中で接戦を繰り広
げたものの惜しくも三連敗を喫してしまい、2 日目は 4 位グループトー
ナメントに出場することとなりました。初日の悔しさをバネに猛暑の中、
最後の最後まで戦い抜き、二度のＰＫ戦の末、4 位グループＢの準優勝
を掴み取ることができました。2 日間で 5 試合。人数も少ない中、チー
ム全員で勝利を目指したことで、より仲間同士の絆を深めることができ
ました。
　次回のサッカー大会は 2024 年 7 月に神奈川県藤沢市にて開催され
ます。全国制覇目指して頑張ります！

総

回の歴史を誇る前橋商工会議所会員事業所野球大会に、我が緑水
会も野球部を創設し参加させていただきました。本大会は前橋商

工会議所の会員を対象とした企業の親睦を図るために開催されていま
す。
　第 47 回の大会では 19 チームが参加し熱いトーナメントによる試合
が行われました。我が緑水会野球部は創設 1 年目とはいえ、多くの野
球経験者に入部していただいたことで強豪チームにも対抗できる強く、
明るく、楽しいチームでスタートを切ることができました。勝敗にこだ
わるだけでなく、メンバー間や企業間でも交流を図ることができるこの
大会に、引き続き緑水会野球部は精力的に参加し緑水会をより発信して
いこうと思います。
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前橋商工会議所会員事業所野球大会

商工会議所青年部
第 20 回全国サッカー大会
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TV
VIVANT、ブラッシュアップライフ、いちばんすきな花
書籍

《芥川賞》
市川沙央「ハンチバック」／九段理江「東京都同情塔」

《直木賞》
垣根涼介「極楽征夷大将軍」／永井紗耶子「木挽町のあだ討ち」
河﨑秋子「ともぐい」／万城目学「八月の御所グラウンド」

《ベストセラー》
鈴木のりたけ「大ピンチずかん」
小杉拓也「小学生がたった１日で１９×１９までかんぺきに暗算できる本」
音楽
YOASOBI「アイドル」、Ado「唱」、Mrs.GREEN 
APPLE「ケセラセラ」、あの「ちゅ、多様性」
時事・流行・流行語
アレ（A.R.E.）、OSO18アーバンベア、生成AI、闇バイト
2023年今年の漢字

「税」

日経平均株価
28,188.15（2023年4月3日終値）
40,888.43（2024年3月22日終値）
円相場（ドル）
132.41（2023年4月3日終値）
151.34（2024年3月22日終値）

2023年（令和5年）

4月
●沖縄・宮古島周辺で陸自ヘリ事故
●日銀新総裁に植田和男氏就任
●岸田首相演説会場に爆発物投げ込み
●選抜高校野球で山梨学院が初制覇
●フィンランドNATO加盟
●スーダンで軍と準軍事組織衝突
5月
●新型コロナが「5類」へ移行
●生成AI急速に普及。著作権侵害など弊害に懸念も

●広島でG7サミット開催
●長野で発砲立てこもり、4人死亡
●マイナカードでトラブル相次ぐ
●岸田首相、秘書官長男を更迭
●チャールズ英国王戴冠式
6月
●ネットで脅迫、ガーシー前参院議員逮捕
●株33年ぶり3万3000円超
●陸自訓練中銃撃、候補生を逮捕
●LGBT法成立
●歌舞伎俳優の市川猿之助容疑者を逮捕
●タイタニック見学の潜水艇不明に
7月
●17歳小田凱人、車いすテニスで四大大会連覇
●ビッグモーターが保険金不正請求
●岸田首相が欧州訪問
●ツイッター「Ｘ」に変更
●国連安保理でAI初会合
●西アフリカ・ニジェールでクーデター

8月
●日大アメフト部員、違法薬物で逮捕
●夏の甲子園で慶応107年ぶり優勝
●福島第一原発の処理水放出開始
●世界陸上やり投げで北口榛花「金」
●西武池袋本店でストライキ
●ハワイ・マウイ島で山火事
9月
●記録的猛暑、夏の平均気温過去最高
●辺野古問題で最高裁判決、沖縄県の敗訴確定
●ガソリン価格過去最高、物価高続く
●ジャニーズ事務所、性加害認め謝罪
●洋上風力汚職、秋本衆院議員を逮捕
●第2次岸田再改造内閣発足
●厚労省がアルツハイマー新薬を承認
10月
●消費税のインボイス制度開始
●大谷翔平、米大リーグで本塁打王
●シンガーソングライターの谷村新司さん死去

●将棋の藤井聡太竜王が史上初の八冠
●札幌市が2030年の五輪招致断念
●旧統一教会の解散命令請求
●イスラエルガザ侵攻
11月
●各地でクマ被害、死傷者過去最多
●所得税の減税などの経済対策決定
●阪神38年ぶり日本一
●副大臣、政務官相次ぎ辞任
●宝塚が劇団員死亡で報告書
●創価学会名誉会長の池田大作氏死去
●米軍オスプレイ、屋久島沖で墜落
12月
●�大谷翔平がドジャース移籍を発表、契約金は米スポーツ

史上最高額の約1015億円
●保険証廃止を正式表明、2024年秋マイナ保険証に移行
●大手脱毛サロン「銀座カラー」運営会社が破産
●�オーバードーズ対策として、市販薬の販売ルールを強化

する方針示す、厚労省
●日本製鉄が米USスチール社の買収発表

●�ダイハツ工業が国内外向けの全車種の出荷停止、新た
な検査不正が発覚

●山本由伸がドジャース移籍、大谷翔平と同僚に
●井上尚弥が日本人初の2階級で4団体統一王者に

2024年（令和6年）

1月
●能登半島地震発生、石川で震度7
●羽田空港で日航機と海保機が衝突、炎上
●探査機SLIM・JAXA、日本初の月面着陸成功
●停電で、東北、上越、北陸新幹線が終日運休
2月
●将棋の藤井聡太八冠、タイトル戦20連勝
●スウェーデンNATO加盟、32か国目
●TSMC熊本、日本国内初の工場開所式
3月
●「ドラゴンボール」で知られる漫画家の鳥山明さん死去
●北陸新幹線の金沢―敦賀間が延伸開業

TOPICS

3 92 81 712 611 510 4
March February January December November October September August July June May April

観桜例会ローズ・クィーン最終審査新入会員研修会講師例会新春例会まちの魅力発信例会
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和
５
年
度　

組
織
図

令
和
６
年
度　

新
体
制
ス
タ
ー
ト

総 務 委 員 会 

　委員長　都丸　幸彦
緑水会の事業が円滑に進められるよう、執行
部や会員との連絡を密にし、各委員会のファー
ストサポーターとなるべく尽力してまいります。

会 員 委 員 会 
　委員長　髙橋　裕一

委員長として、事業を通して新人会員のサポー
トまた会員同士の交流を行い緑水会の魅力を
伝えて行きたいと思います。１年間よろしくお願
いいたします。

地 域 委 員 会 

　委員長　渡邉　大介
委員長という大役を仰せつかり、大きな感動と
期待で心が震える思いです。 地域に多くの笑
顔と幸せを育めるように、 最高の委員会メン
バーと１年間情熱を持って走り抜けていきます。

広 報 委 員 会 
　委員長　山田　佳介

ローズ・クィーンを通して緑水会や前橋市の魅
力を、広報委員会が一丸となって発信していき
たいと思います。また、市民が前橋の魅力を
再確認して頂けるよう頑張ります！

経 営 委 員 会 
　委員長　狩野　広志

会員の皆様と楽しく成長できるように全力を尽く
します。１年間よろしくお願いいたします。

事 業 委 員 会 
　委員長　東海林　拓

会員メンバーや例会を通して携わっていただく
皆様の笑顔を目標とし、活発な意見交換とよ
り良い例会運営ができるよう尽力していきたいと
思います。

直 前 代 表 幹 事 

初谷　桂吾
元田代表幹事をはじめ、各副代表、そして各
委員長をしっかり下支えをさせていただき、こ
れからの緑水会の新たなる価値を高められるよ
う尽力してまいります。 改めて皆様よろしくお願
いいたします。

 副 代 表 幹 事 
小林　良介

元田代表幹事を全力で支え、担当委員会が
円滑に進行するよう努めます。 緑水会の皆様
が入会の喜びを感じていただくため、1 年間
尽力いたします。

副 代 表 幹 事 
小林　裕二

2 年目の副代表として責任と自覚を持ち、 担
当する「会員委員会」と「事業委員会」を支
え、元田年度を盛り立ててまいります。

監 事 
岸　久美子

4 年間の副代表に続き緑水会最終年度は監事
としての立場となりますが、この緑水会が更に
良い方向に向かえるよう助言をしながら見守っ
ていきたいと思います。

副 代 表 幹 事 
永井　健晴

本年度より副代表幹事を務めさせていただきま
す。 微力ながら元田代表幹事を支え、担当委
員会をサポートしていきたいと思います。

副 代 表 幹 事

角田　佳奈子
代表幹事を支えると共に、担当委員会を支え、
協力しながら、緑水会・会員の皆さんが円滑
に動けるようサポートしてまいります。

監 事 
大本　周平

緑水会最終年度。先輩方が築いてきた考えや、
想いを次世代に繋げられるよう努めてまいりま
す。 貴重な機会をいただき感謝いたします。

令 和 6 年 度  新 体 制 ス タ ー ト し ま す
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令和 6 年度前橋商工会議所青年部組織図前橋商工会議所青年部 緑水会

役員会

総　会

事務局
代表幹事

● 元田智之
直前代表幹事

初谷桂吾

監事

岸久美子　大本周平

副代表幹事

● 小林良介　● 小林裕二　● 永井健晴　● 角田佳奈子

事業委員会
合計 19 名

小林裕二

● ● 東海林拓
● ● 大橋真吾
● ● 市川　翔
● ● 小島　丈

● 松田秀儀
● 長島　毅

堀越正和
里　佳明
綿引真之介
小池常雄
金井　誠
竹垣咲紀
槻岡将英
高井雄大
平林大祐
丸山敬済
新井佑貴
黒沢宏樹
峯岸幸之介

地域委員会
合計 19 名

小林良介

● ● 渡邉大介
● ● 三橋由紀裕
● ● 亀井伸明
● ● 中村大輔

● 板橋拓哉
● 藤生武久
● 森田　明

今井将史
五味譲太郎
山﨑賢治
明峯顕周
池津　洋
鈴木正人
町田雄介
細野明生
阿部隼人
福島　享
林　倫史
池下道夫

経営委員会
合計 19 名

永井健晴

● ● 狩野広志
● ● 山下真一
● ● 門倉　稔
● ● 摩庭　優

● 須田紀夫
● 今井達也

大島豊人
草間　光
髙橋秀直
樋口拓人
大久保公喜
綿貫淳一
小島大輔
井野優一
木暮修平
新田竜之介
大澤兵雅
蝋山加奈子

会員委員会
合計 11 名

小林裕二

● ● 髙橋裕一
● ● 入澤　克
● ● 田中伸志
● ● 木下兼太

● 奈良秀人
● 熊木亮介

西巻信幸
新井光正
須藤理沙
林　政寛
大野恭平
大橋　準
茂木雄太
伊藤　毅
宮澤正紀
堤　祐貴
武笠将誠
比志和博
豊島直人

広報委員会
合計 19 名

角田佳奈子

● ● 山田佳介
● ● 藤田順也
● ● 河島優樹
● ● 木暮勇太

● 田子宏美
● 八木原俊道

新　明友
門倉達朗
茂木達也
東城礼奈
大河原早苗
稲垣孝昌
鷹野敦史
青木知絵
本間成一
佐々木雄也
上村亮太
齋藤宏幸
中嶋将汰

総務委員会
合計 17 名

小林良介

● ● 都丸幸彦
● ● 崎原永一朗
● ● 堤波志芽
● ● 石川将平

● 伊藤　忠
● 松村克容

木村留美
津端裕介
小林邦久
野中　茂
高橋佑輔
小堀智久
森村秀幸
清水泰行
中島照夫
羽鳥慎也
水谷亮介

● 委員長
● 副委員長
● 理事

代表幹事 1名
直前代表幹事 1名
副代表幹事 4名
監事 2名
理事 42名
役員合計 45名

昭和 53 年度生

新井　光正　今井　将史
大島　豊人　大橋　真吾
大本　周平　岸　久美子
小池　常雄　五味譲太郎
里　　佳明　西巻　信幸
堀越　正和　三橋由紀裕
山﨑　賢治　綿引真之介

昭和 54 年度生

明峯　顕周　伊藤　　忠
木村　留美　草間　　光
小林　邦久　髙橋　秀直
田子　宏美　津端　裕介
奈良　秀人　野中　　茂
初谷　桂吾　松田　秀儀
松村　克容　元田　智之

昭和 55 年度生

新　　明友　池津　　洋
入澤　　克　金井　　誠
亀井　伸明　小林　裕二
小林　良介　崎原永一朗
須藤　理沙　樋口　拓人
藤生　武久　渡邉　大介

昭和 56 年度生

門倉　達朗　熊木　亮介
鈴木　正人　竹垣　咲紀
東海林　拓　長島　　毅

昭和 57 年度生

大久保公喜　狩野　広志
小島　大輔　須田　紀夫

槻岡　将英　林　　政寛
細野　明生　町田　雄介
山下　真一　綿貫　淳一

昭和 58 年度生

阿部　隼人　今井　達也
大野　恭平　大橋　　準
門倉　　稔　堤　波志芽
角田佳奈子　永井　健晴
福島　　享　茂木　雄太
森田　　明

昭和 59 年度生

市川　　翔　高井　雄大
髙橋　裕一　田中　伸志
都丸　幸彦　藤田　順也
茂木　達也

昭和 60 年度生

青木　知絵　伊藤　　毅
稲垣　孝昌　井野　優一
大河原早苗　小堀　智久
鷹野　敦史　高橋　佑輔
東城　礼奈　林　　倫史
宮澤　正紀

昭和 61 年度生

河島　優樹　木暮　修平
本間　成一　山田　佳介

昭和 62 年度生

池下　道夫　板橋　拓哉
木暮　勇太　小島　　丈
佐々木雄也　清水　泰行

中村　大輔　平林　大祐
摩庭　　優　森村　秀幸

昭和 63 年度生

新井　佑貴　石川　将平
上村　亮太　堤　　祐貴
中島　照夫　新田竜之介
丸山　敬済

平成元年度生

木下　兼太　齋藤　宏幸
羽鳥　慎也　八木原俊道

平成２年度生　

黒沢　宏樹　武笠　将誠

平成 4 年度生

水谷　亮介　峯岸幸之介

平成 5 年度生

比志　和博

平成 8 年度生

大澤　兵雅　中嶋　将汰

平成 9 年度生

豊島　直人　蝋山加奈子

●令和 6 年度前橋商工会議所青年部 年度別名簿（令和 6 年４月４日現在）
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お世話になりました！

時の流れが早すぎて卒業する日が来てしまいまし
た。緑水会は素晴らしい会、沢山の出会い、繋が
り、希望、経営者しかわかりあえないこと、みんな
で共に過ごせた取組み、数々のことが自分を支え
てくれました。辛かったことがあった時もみんなで
取り組んだことでスカッと忘れられるような、そんな
会でした。いつか、誰しも卒業の時がやってくる。
若いうちしか出来ないこの活動を楽しんでやっても
らいたい。イヤイヤやるくらい、人生上つまらない
ものはない。楽しくないのは自分のせい。楽しくす
るかどうかは、自分が決める。全ての経験は、自
分に生きる。今後も沢山の同業他社との関わり、
グローバルに活躍して欲しいと思います。卒業して
からもずっと見守っております。
14年間、本当にありがとうございました。

平成24年に緑水会に入会させて頂いてから 11年間、本当に
充実した素晴らしい時間を過ごさせて頂き誠にありがとうござ
いました。また、その中で出会った諸先輩方や会員メンバーを
はじめとする、全ての皆様方、今まで多方面にわたりご指導、
ご協力頂き、心より感謝申し上げます。入会当初、未熟だっ
た私も会の活動を通じ、多くの仲間たちと共に学び、経験し、
そして成長させて頂きました。特に委員長、副代表そして代表
幹事と務めさせて頂けたことは自分の至らなさを知り、人の支
えの力を知る大変貴重な経験をさせて頂いたと思っておりま
す。未だ卒業する実感は湧きませんが、卒業後も会で学ばせ
て頂いた「互譲互助」の精神で「縁」を大事に「万里一空」
の境地で「彩り」豊かに活動していこうと思いますので、何処
かで見かけることがあったら「なんか飲むかい？」と誘って頂け
ると嬉しいです。結びになりますが全会員メンバーの皆様方の
ご多幸、ご活躍そして各企業並びに緑水会の益々の発展を心
よりお祈り申し上げます。長い間本当にお世話になりました。

平成 24年に入会してあっという間の12年間。素
晴らしい先輩方や楽しい仲間と共にたくさんの経験
や素敵な時間を過ごさせて頂きました。緑水会は
普段知り合う事の出来ない様々な業種の方 と々接
し、たくさんの刺激を頂いた素晴らしい会でした。
今後も緑水会を更に素晴らしい会に盛り上げて
行って下さい。ありがとうございました！

緑水会に入会させていただき、約９年間になります
が本当に暖かく接していただき、皆様に心より感謝
しております。皆さんの実行力と個性とセンスに刺
激を受け、大変意義のある日々を過ごせました。
今はこんなに寂しい気持ちになるなんて考えており
ませんでした。ここで皆さんと過ごせた事は自分の
宝物です。卒業しても変わらずにお付き合いさせて
いただければ嬉しいです。改めまして緑水会でお
世話になった諸先輩、現役会員、事務局の皆様
に感謝申し上げ、今後も緑水会の繁栄と会員各位
様の益々のご活躍を御祈念申し上げます。ありが
とうございました。これからも宜しくお願い致します。

緑水会に入会していなかったら、前橋の夜のまちを飲み歩
くことも、飛行機に乗ることも、海外に行くこともなく、前
橋を「ふるさと」だと思える日が来ることもなかったでしょう。
出会えなかった人もいるかと思うと少し怖い。それだけ、
私の人生に影響した会だと思っています。いつも楽しく、
時に厳しく語りあえる素晴らしい先輩、同期、後輩に恵ま
れ、本当に幸せです。もともと引きこもりが得意で、なお
かつ家族経営の私にとって、総務委員長と監事を仰せつ
かったことは、大変貴重な経験となりました。いろいろと
面倒くさい私を支えてくださった方のありがたさ、絶対に
忘れません。緑水会の皆様に心より御礼申し上げます。
微力ではありますが、OBになってもお手伝いできることが
あればさせて頂きたいです。…って、いよいよ卒業だなあ。
13年前の私に伝えたい「大丈夫だから、もっと思いっきり
やっちゃえ！」って。本当にありがとうございました。

4年と3ヶ月間ありがとうございました。私は、群馬が地元ではありませ
んので、同世代の仲間を作りたく、緑水会の門を叩きました。この目的
を達成するためにはまず出席が必要と考え、とにかく参加することに主
眼をおいて活動してきたつもりです。お陰でかけがえのない仲間がたくさ
ん出来ました。元田、初谷会員委員会では、コロナ禍真っただ中であり
ましたので、配信という新しい切り口でのクリスマス例会を皆で成功させ
ることが出来ました。河島 45周年実行委員会では、貴重な周年事業に
携わることが出来、緑水会をはじめ、YEGのことを深く知ることが出来
ました。永井経営委員会では、FPという立場から、生活に役立つコン
テンツを用いてメンバー向けに講座を持たせて頂いたことは貴重な経験
となりました。最後、石川事業委員会では、かるた大会や凧揚げをはじ
め、緑水会活動以外においても、前橋の街のために新しい試みにチャレ
ンジさせて頂きました。上記、歴代委員長をはじめ、関わって頂いた全
てのメンバーへ感謝の気持ちでいっぱいです。ちょうど緑水会創立の年
に生まれたわけですが、今後も街と共に発展していくであろう緑水会に
負けないよう、私もこの街で素敵に歳を重ねていきたいと思います。

緑水会に入会させていただき4年弱と短い間の活
動期間でありました。振り返ってみますと、感染症
の流行と新規事業の立ち上げが重なってしまい途
中の 1年弱の間はどうにか出席が、できたものの、
他の期間はなかなか出席が叶わず、満足に緑水
会活動をできなかったことが大きく心残りではあり
ます。そんな中でも、毎年新しい委員会になります
と委員長を始めとする委員会メンバーなど、皆様
が声をかけ続けてくださり緑水会の懐の深さや団
結力の強さをその都度実感させていただきました。
大変感謝しております。ありがとうございました。
今後も緑水会の更なる発展と会員皆様のご活躍・
ご健勝を心よりお祈り申し上げます。

短い活動期間のうえ、感染症の流行により満足に
緑水会の活動に参加、出席出来なかったことが大
変悔やまれ、心残りであります。そのような私では
ありますが、先輩方はもちろん、同年代の方々と
の交流は大いに刺激になり、貴重な経験となりま
した。
本当にお世話になりました。ありがとうございまし
た。

平成26年に入会させていただき、早いもので10
年の月日が経ちました。思い出してみると、緑水
会に入ってなければ絶対にできなかった多くの経験
をさせて頂きました。また、数多くの個性的で素晴
らしい仲間たちと出会うことが出来ました。これは、
私の一生の宝です。コロナ以降からは本業の立て
直しに追われ、ほぼ幽霊会員となってしまいました
が、稀な参加であるにも関わらず皆が変わらず接
してくれた事は本当に嬉しかったです。緑水会は
卒業となりますが、サッカー部には体が動く限り参
加させていただきたいと思いますので引き続きよろ
しくお願いいたします。皆様には、今後も変わらぬ
お付き合いをお願いすると共に、緑水会の更なる
飛躍を願っております。本当にありがとうございま
した。

緑水会での日々は、私にとって学びと成長、そし
て困難に立ち向かう貴重な機会でした。お互いに
協力し、支え合い、数々の成果を達成することが
できました。これらの経験は、私の未来においても
大いに役立つことでしょう。これまでの日々で培っ
た知識や経験を活かし、社会に貢献していくことが
使命だと考えています。これからも緑水会の経験
を胸に、成長し続けることを誓います。また、「水
と緑」の発刊においては、写真撮影という立場で
協力できたことを誇りに思っています。緑水会の歴
史に一石を投じることができたことに感謝していま
す。これからも緑水会が発展し、新たな歴史を刻
んでいくことを心より願っています。最後に、会員
の皆様のご健勝を心より祈念申し上げます。

入会して 13年、振り返れば色々なことがあった 13年でした。
入会当初同期とは「卒業までに干支 1周、委員会も 1周した
いね」と話していたことを今でも鮮明に覚えています。その言
葉通り、委員会も一周し、出向でもまた違った委員会や活動
に参加させていただき、様々なことを学ばせて頂きました。今
まで、たくさんの方 と々出会い、たくさんの経験をさせていた
だき、入会していなかったら経験できなかったこと、きっと皆さ
んにも出会えなかったと思います。単会、県青連と委員長を
仰せつかった際や周年事業と、たくさんの方の協力と支えがあ
りできたことでした。H29事業委員会を一緒にやってくれたメ
ンバーにも本当に感謝です。すべて、ひとりでは出来なかった
事です。先輩、同期、後輩、事務局、関係各位、今まで出会っ
た方、みんなに感謝！今、みんなの顔が浮かびます。また、ど
こかで会ったら声かけてください。ありがとうございました。

６年弱という在籍期間の中で、十分な活動をできなかっ
た時期もありましたが、それでも多くのメンバーと出会い、
例会や事業を共に創り上げ、貴重な時間を過ごせたこと
に大変感謝しています。オンラインでの活動や、今までに
ない例会の開催など、新しいことに積極的に取り組むこ
とで、仲間とのコミュニケーションがさらに重要になったり、
熱意をもって諦めずに事業を開催したりと、仲間との絆
を深めることができました。惜しむらくは、一緒の委員会
を経験してきたメンバーがこれから活躍するという時期に
自分が卒業してしまうことですが、会員それぞれが益々活
躍し、緑水会を盛り上げていくことを、陰ながら応援して
いきたいと思います。緑水会で経験したことを活かして、
これからも社会に貢献し、より良い未来の創造に向けて
邁進していきたいと考えています。最後に、緑水会の皆
様に、心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

3年前、世の中は未曾有の感染症のコロナ真った
だ中。周りが沈みかけているなか、緑水会の皆さ
んは常に前を向いて物事を考えている事に刺激を
もらいたいと思い緑水会に入会させていただきまし
た。3年間という短い期間ではありますが、かけが
いのない仲間や先輩にたくさん勉強させていただき
ました。最終年の今年は前橋まつりで初谷代表幹
事の計らいでお神輿の拍子木をさせて頂いた事思
い出深いです。本当にありがとうございました。今
後も緑水会の更なる発展と会員皆様のご活躍を心
よりご祈念申し上げます。

「もし緑水会に入会していなかったら」私の視野は
もっと狭いものになっていたと思います。創業５年、
まだ会社としての体をなしていない時の入会。錚々
たる経営者に囲まれて委縮していることを見抜かれ
ないように、精一杯背伸びして過ごしました。学ば
なければいけないことが、抱えきれない葛藤が次
から次へとやってきました。退会しようか？と悩んだ
時にも、人に恵まれ支えられ何とか乗り越えられま
した。14年という長い時間をかけて、自分の弱さ
も周りの仲間たちの強さも、この街の魅力も漸く素
直に受け入れられるようになりました。何より、同
期に恵まれました。「卒業生旅行は韓国に」という
わがままを受け入れて下さって、本当にありがとう
ございました。今後も良い歳を重ねながら街に、
仲間に恩返しをしていきたいと思います。

18年の長きにわたり大変お世話になりました。入会当時
１歳だった長男も既に大学生になりました。ほぼ生活の
一部になっていた緑水会ですが卒業を迎え、今はやり切っ
た感もあり清 し々い気持ちです。入会当初は想像もして
いなかった 2年の代表幹事や 3回の委員長など様々な役
職をさせていただき、多くの経験や失敗をすることができ
ました。今の自分があるのも、それらを共にしてくれた先
輩方や会員の皆様のおかげであると感謝しております。
特に代表幹事時代に委員長や執行部を務めて頂いた
方々には本当に感謝しかありません。そして多くの失敗が
自分を少しずつ成長させてくれたのではないかと勝手に
思っています。これからもこの緑水会でいただいたご縁を
大切にしていきたいと思いますので、卒業しても仲良くし
てください。本当にありがとうございました！
これからの緑水会と会員皆様の活躍を祈念しております！

阿部慎之介

勤 務 先
㈱エイト オーダー

スーツ注文紳士服アベ

入 会 日
H30年4月1日

田中　加奈

勤 務 先
美容室allure

入 会 日
H23年1月7日

荻野　純一

勤 務 先
荻野税務会計事務所

入 会 日
H24年9月4日

福嶋　隆弘

勤 務 先
エイト トゥ エイト㈱

入 会 日
H24年4月1日

石田　聡

勤 務 先
㈱石田塗装店

入 会 日
H27年8月4日

西巻佐和子

勤 務 先
税理士法人西巻会計

入 会 日
H23年2月2日

木下　朗

勤 務 先
㈲高崎エージェンシー

入 会 日
R2年1月7日

宮川　智之

勤 務 先
㈱まるみ

入 会 日
R2年1月7日

吉澤　研一

勤 務 先
(医)誠歯会

入 会 日
H24年10月2日

伊佐　陽介

勤 務 先
㈱伊佐建設

入 会 日
H26年3月4日

角田　一利

勤 務 先
㈱角田写真館

入 会 日
H26年12月4日

小野里美絵

勤 務 先
斉藤クリエート食品㈱

入 会 日
H23年1月7日

松崎　元彦

勤 務 先
㈱エム・クラスター

入 会 日
H30年6月4日

石田　亮

勤 務 先
㈲石田製麺工場

入 会 日
R3年4月5日

韓　真希

勤 務 先
㈲アクアポット

入 会 日
H22年2月4日

小林　祐介

勤 務 先
小林工業㈱

入 会 日
H18年3月6日
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卒業生の皆様、今まであり がとうございました！ VOICES
from Graduates
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第 30 代ローズ・クィーン　上 原　珠 佳

　第30代ローズ・クィーンとなりこれまで様々なイベントに参
加し人 と々交流して、前橋市の魅力を伝える多くの機会を得
ることができました。ローズ・クィーンの肩書きを背負って前
橋の魅力を発信することができたことに誇りを感じています。
このように活動できたのは、緑水会の方 を々始め、関係者
の方々のご支援があったからこそだと思っています。 心より感
謝いたします。また、いつも笑顔で安心させてくれる春香さ
んにも、とても感謝しています。
　今までの活動を通じて、前橋市が持つ豊かな自然や歴
史、文化や地域の方々の温かさを感じられ、素敵な場所だ
と改めて実感しました。そのほかにも、ローズ・クィーンに選
んでいただいてすぐは自分自身に自信がなく、私にこの役割
が務まるのかとても心配でした。けれど、様々な活動を通し
てマナーや立ち振る舞い、礼儀などを学び自分自身を成長
させることが出来たと感じています。
　任期の６月まで残りわずかとなってきましたが、得た経験や
知識を活かして、前橋市の魅力を発信するだけでなく、地
域の活性化やまちづくりに貢献できるように努めたいと思いま
す。 地域の方々や市民の皆様との一体感を大切にし、前橋
をより魅力的な街にしていくために努力していきます。

第 30 代ローズ・クィーン　茂 木　春 香

　私は、生まれ育った前橋市への愛着とローズ・クィーンへ
の憧れを胸に、昨年のコンテストに臨みました。 結果発表で
名前を呼んでいただいたときの嬉しさと達成感は、今でもはっ
きりと覚えています。それと共に、前橋市観光特使という特別
な立場、第30代ローズ・クィーンという伝統あるバトンを担う
ことに、身の引き締まる思いを抱きました。その気持ちを忘れ
ることなく常に誠実に取り組むことを心がけて活動を経験させ
ていただくなかで、様 な々学びや収穫がありました。
　まず、市民の皆様の優しさや活力を直接感じられました。
地元のあたたかい繋がりの中に引き入れていただいたような
気持ちになり、とても嬉しかったです。また、どのイベントも、
運営に携わる多くの方々の協力や熱い想いが集まり成り立っ
ているのだということを実感し、感謝と尊敬の念を抱きました。
これは微力ではありますが、観光特使として様 な々イベントに
て協働させていただいたからこそ得られた視点だと思います。
　もともと人前に立つことが苦手な私が、楽しみながら活動で
きているのは、緑水会の皆様をはじめとする前橋商工会議
所の方々のサポートのおかげです。 心より感謝しております。

　振り返ればあっという間の一年でした。改めてこの
1 年、共に事業を行ってきた広報委員会のメンバー
と担当したローズ・クィーンのお二人には感謝しかあ
りません。また、初めての委員長でわからないことば
かりでしたが、代表幹事や担当副代表幹事、各委
員長をはじめ、多くの方の支えがあってやりきること
ができたなと感じています。今年度は「彩り」をテー
マに、少しずつ新しいことにも挑戦をすることができ、
自分自身の成長にもつながったなと感じています。
　来年度、そしてその先も緑水会の会員のみんなが
入会してよかったと感じられる会に、そして地域に貢
献していける会となるよう活動していきます。最後に、
関わったすべての皆様に感謝します！ありがとうござい
ました！

　新しいことを考えることが好きで少しでも
チャンスがある例会にはチャレンジさせていた
だきました。新しいチャレンジですから、こうし
ておけば良かったということは多々ありますが、
この経験をこれから青年部の事業を頑張る方に
伝えて、少しでも力になることが出来ればと考え
ております。
　最後に私をご指名いただいた初谷代表幹事、一
緒に 1 年間やり遂げた各委員長をはじめとする
執行部の皆様、そしてついてきてくれた事業委員
会の皆様、ありがとうございました。

　会員委員会の委員長に任命され、スタートする
前から「会員委員長大変だね」「どこどこの誰々が
入ってくるらしいよ。大丈夫？」などとたくさん不
安を煽って頂いた方々。安心してください！最高
の会員委員会でした！顔怖い人も多いし、とっつ
きにくそうな人も多いし、やりにくそうだなーっ
て思われた方も多いと思いますが、全く逆です！
会議や例会に積極的に参加し、例会の出席率も高
く、他の委員長からも頼りにされるなど、最高に誇
れるメンバーでした。頼りない私を支えて頂き、あ
りがとうございました。正直、最初は1 年早く終わ
れ！と思っていました。でも今は全く逆です。終わ
りたくない！こんなに解散って寂しいのか。会員
委員会最高！！

　実は地域振興例会を担当する地域委員会を引き受ける
のは悩みました。私は何かを生み出すことがとても苦手
だったからです。例会にてカラーマラソンをやると決めた
時、委員のみんなを不安にさせたと思いますが、私はもっ
と不安でした。自分で言い出したくせに、、、(笑)ごめん
なさい。
　当日、子供たちが笑顔でペイントTシャツで走ってくれ
ました。あのみんなの笑顔は一生忘れません。この例会
で人を動かすことの難しさと、人に支えられることへの感
謝を学びました。心の底からありがとうございました。
　さまざまな思いのもと参加されるのが実際のこの会の姿
かなと思います。私は恵まれていたと思います。皆さんが
支えてくれました。感謝しかありません。
　この文を読んでくれた皆様に素敵な出会いと経験が訪
れるように。

　代表幹事をはじめ、執行部及び各委員長の皆さ
ま 1 年間お疲れ様でした。今年のテーマ「彩り」
の中で、私に総務委員長が務まるのか大変不安で
したが、緑水会の皆さまにご支援とご協力を頂き、
1 年間務める事が出来ました。

　そして何より、総務委員会メンバーのおかげで、
委員会や役員会、そして例会が円滑に運営でき、
とても充実した 1 年となりました。本当にあり
がとうございました。

　初谷代表幹事の掲げる「彩り」というテーマを
どのようにして「経営」という名の付く委員会の
活動に落とし込むか、経営委員会に課せられた役
目を考える事からスタートした 1 年の活動でし
た。
　入会 4 年目、委員長という重責を担うにはま
だまだ未熟な緑水会員である私を快く支えてく
れた当委員会理事の皆様。事業構築に自由さを与
えてくれながらも常にハンドリングして下さっ
た担当副代表幹事、そして何より、積極的に参加
し、各々の能力を遺憾なく発揮し活躍してくれた
メンバーの皆様。
　最後に、いつもにこやかにご対応いただいた事
務局担当者様、そして全ての緑水メンバーに対し
心からの感謝を申し上げます。

令和 5 年度会員委員長
板 橋　拓 哉

令和 5 年度地域委員長
小 島　丈

令和 5 年度広報委員長
堤　波 志 芽

令和 5 年度事業委員長
石 川　将 平

令和 5 年度総務委員長
入 澤　克

令和 5 年度経営委員長
熊 木　亮 介

令和５年度 委員長

ROSE QUEEN
一年を振り返って

一年を振り返って
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令和５年度新入会数
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集 え 青 年 経 済 人 ！
緑水会の会員数は約120人、さらにOBは
300名を超え、地元の商工業のあらゆる
分野にネットワークが広がっています。

会員委員会は新たな会員の方が所属する委員会です。
主に会員同士の親睦交流に関する行事を受け持ち、同
時に緑水会の基礎を学んでいただきます。入会される方
にとっても、我々にとっても、人脈を広げるということは、
ビジネスや自身の成長に繋がる出会いがきっとあるはず
です。多くの仲間と出会い、語り、経験し、自己研鑽を
することが企業や地域の発展につながると緑水会一同考
えております。一緒に活動していただける方のご入会を
お待ちしております。

前橋商工会議所青年部広報誌

「水と緑」 第65号
令和6年４月1日

発行●前橋商工会議所青年部緑水会
編集●R5年度広報委員会
デザイン／印刷●朝日印刷工業株式会社

前橋商工会議所青年部緑水会
〒371-0846
前橋市日吉町一丁目8番地の1
TEL●027-234-5111
FAX●027-234-8031
https://www.maebashi-yeg.com/

緑水会
HP

Q1. 緑水会って何をしているの？
A. 地元の青年経済人が資質を研鑽する会です。会員
相互の交流を通じて、企業の発展と豊かな郷土づくりに
貢献しています。
Q2. 集まりは必ず出ないとダメ？
A. 基本的には毎月 2 回程度、仕事優先で出欠は自由
ですが、多くのメンバーが自分の時間を自己管理して積

極的に参加しています。
Q3. 40 歳過ぎてからの入会は大丈夫ですか？
A. OK です。46 歳で卒業ですが、その後も「緑詩会」
というOB・OG 会で交流しています。
Q4. 入会方法は？
A. 下記のウェブヘアクセス!もしくは事務局へお電話を。
お気軽に何でもお尋ねください！

《会員条件》
●前橋市在住もしくは事業を営んでいる経営者、または管理者に準ずる方
●満20歳以上46歳未満の方
●お問い合わせは緑水会事務局まで (TEL.027-234-5111)

新入会員紹介
WELCOME TO NEW FACE!

明峯 顕周
宗教法人松竹院

業種
寺院

入会日
令和5年4月4日

伊藤 毅
㈱Hi-mic

業種
サービス業

入会日
令和5年10月2日

井野 優一
㈱群栄美装

業種
建設業
入会日

令和5年5月8日

木暮 修平
㈱理工技術

業種
測量・ドローン業

入会日
令和5年5月8日

高井 雄大
㈱エイチ・アイ・エス

業種
旅行業
入会日

令和5年4月4日

豊島 直人
吉岡整体院

業種
療術業
入会日

令和6年1月7日

茂木 達也
(同)Teta's

業種
デザイン・IT

入会日
令和5年5月8日

大河原 早苗
㈱OS

業種
建設業、美容業

入会日
令和5年4月1日

小池 常雄
ひと・コミュニケーションズ㈱

業種
ホテル業

入会日
令和5年4月4日

髙橋 秀直
鵜川興業㈱

業種
建設業
入会日

令和5年9月4日

羽鳥 慎也
羽鳥国際特許商標事務所

業種
弁理士
入会日

令和5年7月4日

蝋山 加奈子
㈱東和銀行

業種
銀行業
入会日

令和5年8月4日

大久保 公喜
門倉テクノサポート㈱

業種
電気保安業

入会日
令和5年4月4日

鈴木 正人
リンクスペース㈱

業種
不動産賃貸業

入会日
令和5年6月2日

武笠 将誠
㈱インターアクトコンサルティング

業種
保険業
入会日

令和5年10月2日

細野 明生
㈲ユニック

業種
カラオケ卸

入会日
令和5年6月2日

綿貫 淳一
西毛印刷㈱

業種
印刷業
入会日

令和5年4月4日

門倉 達朗
門倉テクノ㈱

業種
電気工事業

入会日
令和5年4月4日

須藤 理沙
BIO FROLA

業種
腸活サロン

入会日
令和5年10月2日

堤 祐貴
堤建設㈱

業種
建設業
入会日

令和6年1月7日

町田 雄介
㈱マチダ建創

業種
塗装業
入会日

令和5年4月4日

令和 6 年度
会員委員長

髙橋　裕一


